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私
の
研
究
の
整
理

　

先
に
述
べ
た
よ
う
な
意
図
で
始
め
ら
れ
た
私
の

雑
多
な
研
究
を
整
理
し
ま
す
と
、
次
の
七
項
目
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
、�

明
治
期
に
お
け
る
武
道
理
念
の
近
代
へ
の

適
応
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　

二
、�

明
治
期
に
お
け
る
武
道
の
普
及
伝
播
に
関

す
る
研
究

　

三
、�

明
治
期
に
お
け
る
武
道
の
社
会
的
評
価
に

つ
い
て
の
研
究

　

四
、�

大
正
期
に
お
け
る
武
道
の
普
及
と
流
派
性

解
消
の
契
機
に
つ
い
て

　

五
、�

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
社

会
や
課
外
活
動
と
し
て
の
武
道
に
つ
い
て

　

六
、�

大
正
十
年
頃
か
ら
昭
和
十
五
年
頃
ま
で
の

も
の
で
す
。

　

現
代
の
武
道
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
過
程
の
中

で
蓄
積
さ
れ
た
多
様
な
価
値
観
が
複
雑
に
絡
み
合

い
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
は
困
難

で
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
こ
の
近
代
と
い
う
時
期

に
何
を
受
け
継
ぎ
、
何
を
捨
て
、
ど
ん
な
考
え
方

を
新
し
く
取
り
入
れ
た
の
か
と
い
う
分
析
が
重
要

と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
社
会
の
転
換
期
に
関
わ
っ
て
一
つ
の
文

化
現
象
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
文
化
の
内

容
が
質
的
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
と
い
う

研
究
（
武
道
理
念
の
形
成
や
社
会
的
評
価
）
と
同

時
に
、
量
的
に
ど
れ
だ
け
の
人
々
に
そ
れ
が
行
き

わ
た
っ
た
の
か
と
い
う
研
究
（
普
及
・
伝
播
の
問

題
）
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

近
代
武
道
史
研
究
の
意
義

　

現
在
、「
武
道
」
と
い
う
語
の
内
包
す
る
意
味

は
多
面
的
（
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
・
修
養
・
武
術
な

ど
）で
あ
り
、種
目
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

武
道
と
い
う
語
は
、
近
世
に
お
い
て
は
武
士
道
を

意
味
す
る
こ
と
が
多
く
、
武
的
技
芸
を
示
す
言
葉

は
武
芸
・
武
技
・
武
術
な
ど
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
武
道
と
い
う
語
が
剣
道
・
柔
道
・
弓
道
な
ど

を
総
称
す
る
意
に
用
い
ら
れ
る
の
は
近
代
に
入
っ

て
、
そ
れ
も
大
正
の
中
頃
の
こ
と
で
す
。

　

現
代
の
武
道
の
多
く
は
、
他
の
〝
日
本
的
な
る

も
の
〟
と
い
わ
れ
る
文
化
と
同
様
、
そ
の
道
統
の

源
は
中
世
に
あ
り
、
近
世
に
流
派
と
し
て
の
姿
を

整
え
、
近
代
に
入
り
伝
統
と
近
代
化
と
い
う
試
練

を
経
て
、
そ
の
内
容
が
取
捨
さ
れ
今
日
に
至
っ
た

◆
旧
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を
知
る
◆

▼
連
載
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て

大
阪
大
学
助
教
授
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３
、
明
治
神
宮
大
会
と
武
徳
会
の
不
参
加
表
明

　

４
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
と
武
士
道
精
神

　

５
、
外
来
ス
ポ
ー
ツ
の
隆
盛
と
武
道

　

６
、
柔
道
と
レ
ス
リ
ン
グ

　

７
、「
非
常
時
日
本
」
と
武
道

な
ど
の
項
目
に
わ
け
、
特
に
武
道
と
ス
ポ
ー
ツ
の

関
わ
り
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

　
『
ア
サ
ヒ
ス
ポ
ー
ツ
』
は
、
ま
ず
最
初
に
そ
の

号
に
お
け
る
時
事
的
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
を
掲
げ
、

欧
米
の
ス
ポ
ー
ツ
事
情
や
一
流
選
手
の
フ
ォ
ー
ム

の
紹
介
に
始
ま
り
、
国
内
に
導
入
さ
れ
た
新
し
い

ス
ポ
ー
ツ
の
解
説
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
法
や

大
会
記
録
な
ど
を
B4
判
、
31
頁
に
収
め
月
に
二
回

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
教
育
と
武
道

　
『
運
動
界
』（
大
正
九
年
四
月
運
動
界
社
）『
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
ス
』（
同
十
一
年
四
月
大
日
本
体
育

協
会
）
な
ど
と
相
前
後
し
て
、
大
正
十
年
三
月
に

「
体
育
学
会
」（
東
京
高
師
体
育
科
の
教
官
を
中
心

　

５
、�

歓
迎
奉
祝
行
事
お
よ
び
博
覧
会
と
武
道

　

明
治
二
十
年
代
は
、
前
時
代
の
鹿
鳴
館
に
象
徴

さ
れ
る
表
面
的
な
欧
化
主
義
が
反
省
さ
れ
、
国
家

主
義
を
基
調
と
し
て
欧
米
の
文
物
を
選
択
的
に
移

入
し
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
和
魂
洋
才
が
主
張

さ
れ
、
日
清
戦
争
に
向
か
っ
て
富
強
主
義
教
育
が

推
進
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
嘉
納
治
五
郎
が
大
日
本
教
育
会
の
求
め

に
応
じ
て
、「
柔
道
一
班
並
ニ
其
教
育
上
ノ
価
値
」

を
論
じ
た
の
が
明
治
二
十
二
年
五
月
の
こ
と
で
し

た
。
二
十
六
年
頃
か
ら
は
、
武
術
を
学
校
教
育
の

正
科
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、
熱
心

な
正
科
編
入
国
会
請
願
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　

明
治
期
を
通
じ
て
正
科
編
人
を
拒
み
続
け
た
文

部
省
も
、
明
治
四
十
四
年
七
月
、
中
学
校
令
を
一

部
改
正
し
、
正
科
と
し
て
「
撃
剣
・
柔
術
」
を
加

え
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
正

科
編
入
運
動
の
背
景
に
あ
っ
た
社
会
の
風
潮
を
こ

の
雑
誌
か
ら
眺
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
道
と
ス
ポ
ー
ツ

　

大
正
十
二
年
三
月
十
五
日
に
創
刊
さ
れ
た
『
ア

サ
ヒ
ス
ポ
ー
ツ
』（
写
真
２
）
を
用
い
、
入
手
で

き
た
14
巻
29
号
（
昭
和
十
一
年
十
二
月
）
ま
で
の

武
道
関
連
写
真
・
記
事
目
録
の
作
成
を
お
こ
な
い

な
が
ら
、　

　

１
、
外
来
ス
ポ
ー
ツ
と
武
道

　

２
、
中
学
お
よ
ぴ
高
専
武
道
大
会

学
校
体
育
と
し
て
の
武
道
に
つ
い
て

　

七
、�

戦
時
体
制
下
の
武
道
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
研
究
の
な
か
で
、
三
・
五
・
六
・
七

の
研
究
は
雑
誌
を
資
料
と
し
て
用
い
た
も
の
で
し

た
。明

治
期
に
お
け
る
武
道
の
社
会
的
評
価

　

明
治
二
十
二
年
二
月
に
東
京
・
東
陽
堂
か
ら
発

行
さ
れ
、
大
正
五
年
四
月
の
第
四
七
九
号
で
刊
行

を
終
え
る
ま
で
、
明
治
・
大
正
期
の
時
事
・
風
俗

を
綴
っ
た
貴
重
な
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

し
た
『
風
俗
画
報
』（
写
真
１
）
を
中
心
に
、
関

係
記
事
や
図
版
を
整
理
し
な
が
ら
、
二
十
年
代
以

降
に
お
け
る
武
道
の
社
会
的
評
価
に
つ
い
て
次
の

五
項
目
を
あ
げ
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

１
、�

武
術
の
興
行
と
講
習
会
へ
の
移
行

　

２
、�

明
治
二
十
年
代
以
降
に
み
ら
れ
る
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
風
潮
と
武
道

　

３
、�

学
校
教
育
と
武
道

　

４
、�

日
露
戦
争
と
武
道

『風俗画報』（写真１）

『アサヒスポーツ』（写真２）
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各
国
が
国
力
の
増
強
に
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
頃
、
英
米
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
教
育
論
が
翻

訳
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
的
ゲ
ー
ム
に
よ
る
社
会
性
の

訓
練
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
始
め
ま
す
。
そ
れ
と

共
に
、
民
族
主
義
を
底
流
と
す
る
世
界
状
勢
の
中

で
、
武
道
の
も
つ
伝
統
的
文
化
性
と
精
神
性
が
文

部
省
に
認
知
さ
れ
始
め
、
十
五
年
の
体
操
教
授
要

目
の
改
正
で
「
撃
剣
・
柔
術
」
が
「
剣
道
・
柔
道
」

に
名
称
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
当
時
は
和
洋
長
短
補
正
の
バ
ラ

ン
ス
感
覚
が
強
く
、
武
道
は
教
練
・
体
操
・
競
技

と
並
置
さ
れ
る
位
置
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
始
め
る
の
は
、
昭
和
六
年
九
月
の
満

州
事
変
以
後
の
こ
と
で
、武
道
は「
国
粋
の
精
華
」

と
も
い
う
べ
き
教
材
で
あ
る
と
さ
れ
、
軍
国
主
義

教
育
の
一
端
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
諸
誌
か
ら
目
録
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

写
真
や
図
版
は
数
百
点
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
写
真
や
図
版
を
中
心
に
、
主
要
な
記
事
も
織
り

ま
ぜ
て
、
日
本
の
社
会
の
近
代
化
の
流
れ
の
な
か

で
、
武
道
は
伝
統
と
近
代
化
と
い
う
試
練
を
ど
の

よ
う
に
経
験
し
、
現
在
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た

の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
雑
誌
の
写
真
な
ど
の
撮
影
は
、
大
阪
大

学
健
康
体
育
部
講
師
坂
東
隆
男
先
生
の
御
協
力
に

よ
る
も
の
で
す
。

武
道
協
会
に
よ
っ
て
、
十
六
年
四
月
の
創
刊
か
ら

二
十
年
六
月
の
終
刊
ま
で
刊
行
さ
れ
た
『
新
武

道
』
誌
を
用
い
て
、
戦
時
体
制
下
の
武
道
に
つ
い

て
以
下
の
項
目
に
検
討
を
加
え
ま
し
た
。（
写
真

４
）

　

１
、
体
育
論
と
武
道
論
の
接
近

　

２
、
武
道
団
体
の
統
合
と
問
題
点

　

３
、
国
民
学
校
武
道

　

４
、
武
道
の
戰
技
化
と
不
要
論

　

こ
こ
で
、
大
正
期
か
ら
戦
時
体
制
に
い
た
る
社

会
と
武
道
の
か
か
わ
り
を
手
短
に
概
観
し
て
み
ま

す
と
、
大
正
三
年
七
月
に
始
ま
っ
た
第
一
次
世
界

大
戦
は
、
同
七
年
十
一
月
に
終
結
し
ま
す
。
こ
の

四
年
半
に
わ
た
る
大
戦
は
、
世
界
の
人
々
に
戦
争

の
悲
惨
さ
を
知
ら
し
め
、
軍
縮
と
国
際
協
調
が
戦

後
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
今
後

の
戦
争
が
国
力
を
挙
げ
て
の
総
力
戦
と
な
る
こ
と

を
示
唆
す
る
戦
と
な
り
、
民
族
自
決
主
義
の
中
で

と
し
て
発
足
）
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
『
體
育
と

競
技
』（
写
真
３
）
に
着
目
し
て
、『
ア
サ
ヒ
ス
ポ

ー
ツ
』
と
同
様
の
手
法
を
用
い
、

　

１
、�

大
正
十
年
以
降
に
み
ら
れ
る
武
道
教
育
論

の
動
向
に
つ
い
て

　

２
、�

昭
和
六
年
の
武
道
必
修
化
へ
の
経
過
に
つ

い
て

　

３
、�

体
育
の
日
本
化
の
進
展
と
第
二
次
改
正
要

目

　

４
、�

武
道
教
授
要
目
の
制
定
と
そ
の
後
の
動
向

な
ど
、
武
道
教
育
論
の
展
開
と
そ
の
経
過
を
追
い

ま
し
た
。

戦
時
体
制
下
の
武
道

　
『
體
育
と
競
技
』
誌
を
主
と
し
て
改
題
再
編
さ

れ
た
『
学
校
體
錬
』（
昭
和
十
六
年
一
月
〜
十
七

年
一
月
）　

お
よ
び
、
さ
ら
に
改
題
さ
れ
た
『
学

徒
体
育
』（
十
七
年
二
月
〜
二
十
年
三
月
）
と
「
国

防
・
武
道
・
体
育
綜
合
指
導
」
を
標
榜
す
る
国
防 『體育と競技』（写真３）

『新武道』（写真４）


